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図１. オンオフバルブ省配線システムの構成図�

1．はじめに�
紙パルプ産業においてDCS（分散型制御システム）は、

1975年の誕生以来、操業の自動化、省力化、省エネ化におい

て中核的計装装置として数多く導入されてきた。昨今の新

設設備においては、従来に比べて自動化の点数も非常に多

くなり特にDCSに取込むディジタル系のループ数が大幅に

増加している。電気関係は、MCC（モータコントロールセンタ）

とのDCS直結伝送システムによりモータの制御配線の省配

線化が早くから採用され実績も数多くある。しかしながら、

計装関係のディジタル信号の処理は、ＤＣＳの入出力カード

あるいはシーケンサの入出力カードからの1対1による配線

方式であり従来とあまり変わっていないのが実状である。�

このたび、王子製紙（株）富士工場の新マシン建設工事で

ＦＡシステム用オープンフィールドネットワークである

CC-LinkをＰＡに応用したオンオフバルブの省配線システム

を導入したので紹介する。�

�
2．CC-Linkによるオンオフバルブ省配線システムの活用事例�
（１）システム導入経緯�

富士工場は、抄紙機の新設工事にあたり多くの自動化を

検討してきた。その中でオンオフバルブの自動化点数が

多くなることが想定され、DCSとオンオフバルブの配線

方式を見直し、イニシャルコストの低減と工期の短縮が期

待できるフィールドバスシステムの採用を検討してきた。

特に下記の3項目に重視し採用の可否を判断した。�

①信頼性に関しては、十分に実績のあるシステムであること�

　（パートナーメーカー、製品が多いこと）�

②操作性に関しては、十分な操作速度が確保できること�

③保守性に関しては、保守が容易でありシステムの変更、拡

張が容易であること�

特に、保守に関しては下記5項目を条件として検討した。 �
①ユニット異常時、正常なユニットにおいてデータリンク継続

可能であること�

②オンラインで、各ユニットの交換が可能であること�

③オンラインで、電磁弁１個単位での交換が可能であること�

④将来の増設にも十分対応可能であること�
⑤入出力の状況がLED等の表示でわかりやすいこと�
以上を満足できるフィールドバスシステムとしてCC-Link

の採用を決定した。�

（2）システム構成�

図1は、今回設置したシステムの構成図である。オンオフ

バルブは東芝製のCIEMAC-DSと接続され制御されて

いる。このＤＣＳのコントロールステーション内に三菱電

機MELSEC-NET/10に対応した直結I/Fカードを実装し、

三菱電機製MELSEC-Qシリーズのシーケンサと接続さ

れている。このシーケンサを介してCC-Linkに展開し、

CC-Link上に電磁弁、ディジタル入力ユニットを接続して�

いる。この電磁弁とディジタル入力ユニットは壁掛けの

電磁弁収納盤に収納され、そこから現場配管上のオンオ

フバルブに空気配管、ケーブルで接続されている。また、

CC-Linkの伝送カードは二重化機能対応とし、CC-Link１

系統で400台程度の接続が可能である。�

（3）使用状況と効果�

運転後1年以上たったが今のところこのシステムに関す

るトラブルはない。また、操作速度も実用上特に問題ない。

実際に施工してみて、電磁弁回路のバッファーリレー、端

子台が不要となり、電磁弁も8連ブロックタイプを採用し

たことにより電源回路を簡素化でき、盤サイズも小さくで

きた。また、部品が少なくなった分自立型I/F盤が不要と

なり、盤内配線も激減した。当然のことながら、DCSと電

磁弁収納盤間は伝送ケーブルによるバス接続となり現

場配線工事のコストメリットも大きい。2次的効果として

は部品点数が少ない分故障率の低下が期待できると考

えている。�

フィールドバスを使うことによりソフトのウェイトが大きく

なりプログラム構築が発生するが、その反面、設置時の配

線チェックが不要となる。ON-OFF回数の累計や作動時

間を監視するなど保全に有用な情報を収集・蓄積するツ

ールなども容易に作り込むことが可能であり、ランニング

コスト軽減の期待も大きい。�

�
3．おわりに�
プロセスオートメーションの中核に位置するDCSにとって、

これからも下方向に対してはＦＡ技術が取込まれ、上方向に

対してはＯＡ技術が当然の如く取込まれてくるようになる。

これからも安全かつ安心できるＤＣＳの構築のために、より

信頼性の高いフィールドバスの開発と、より多くのフィールド

バスとＤＣＳとが共存できるツールの開発を各メーカーに期

待する。 
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新たにCC-Link適合試験に合格したパートナー製品をご紹介します。�

CC-Link協会では、マーケティング部会を中心

とした企画により、CC-Linkの更なる認知度向上、

普及拡大を目指し、メール情報配信システム�

「CLPA Plaza」を開設しました。�

CC-Link協会のホームページ上から随時登録

いただき、無償でCC-Linkに関する各種情報を
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7日 CC-Link基礎セミナー（東京）�

13日 第11回マーケティング部会

15日 CC-Link開発者セミナー（東京）�

19日 第12回幹事会�

12月�

2月�

新たにCC-Link適合試験に合格したパートナー製品をご紹介します。�

CC-Link協会では、マーケティング部会を中心

とした企画により、CC-Linkの更なる認知度向上、

普及拡大を目指し、メール情報配信システム�

「CLPA Plaza」を開設しました。�

CC-Link協会のホームページ上から随時登録

いただき、無償でCC-Linkに関する各種情報を

お届けいたします。�

お気軽にご登録ください。�

●CC-Link新着情報�

CC-Link協会ホームページの新着ページの案内を中心に、
CC-Linkに関する情報をお知らせします。�

●CC-Link対応製品情報�

パートナー新製品の情報をご紹介いたします。�

●イベント・セミナー情報�

CC-Linkに関係するイベントやセミナーの情報をご紹介いたします。�

●特長�

　CC-Link Ver.1.10，10MBps伝送に対応した�

　CC-Linkケーブルです。�

Belden Electronics Division
CC-Linkケーブル　　　　　YR47205�

CC-Link電源内蔵ケーブル　YR47198

YR47198

親局�

入力ユニット�

出力ユニット�

YR47205

●親局はCC-Linkインターフェイスを搭載しています�

●子局は入力32点と出力32点があります�

●通信は単向通信にて行います�

●特定小電力無線のため免許は不要です�

●屋内 約60m，屋外 約100mの通信が可能です（見通し）�

三菱電機システムサービス株式会社�
特定小電力無線CC-Linkユニット 1216MHz帯�


